
(57)【要約】

【課題】空気調和機のエアフィルターに付着した塵埃を

、効率よく、確実に除去できる空気調和機の清掃装置及

び、空気調和機を提供すること。

【解決手段】吸込口２と吹出口３を結ぶ空気通路に、除

塵用のエアフィルター５を配置してなるエアコンディシ

ョナーや送風機、加湿器、除湿機、換気扇、あるいは空

気清浄機等の空気調和機において、前記エアフィルター

５を清掃する清掃体７を具備してあるとともに、前記清

掃体７を介して、前記エアフィルター５に振動を与える

加振手段を備えることにより、振動による剥離と清掃体

７による掻き出し効果が増加し、前記エアフィルター５

に付着した塵埃を、効率よく、確実に除去できる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 に 設 け ら れ た 吸 込 口 と 吹 出 口 を 結 ぶ 空 気 通 路 に 、 除 塵 用 の エ ア フ ィ ル タ ー を 配 置 し
て な る 空 気 調 和 機 に お い て 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー を 清 掃 す る 清 掃 体 を 具 備 し て あ る と と も
に 、 前 記 清 掃 体 を 介 し て 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 振 動 を 与 え る 加 振 手 段 を 備 え た こ と を 特
徴 と す る 、 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 清 掃 体 は 清 掃 片 と ロ ー タ を 有 す る 回 転 ロ ー タ で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記
載 の 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 回 転 ロ ー タ の 回 転 中 心 を 偏 芯 さ せ た こ と を 特 徴 と し た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 空 気 調 和 機 の 清
掃 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 回 転 ロ ー タ の 清 掃 片 を 邪 魔 体 で 撓 ま せ て エ ア フ ィ ル タ ー を 叩 く こ と を 特 徴 と し た 、 請 求
項 ２ 又 は ３ 記 載 の 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 回 転 ロ ー タ は 少 な く と も 一 つ 以 上 の 叩 き 片 を 有 す る こ と を 特 徴 と し た 、 請 求 項 ２ ～ ４ の
何 れ か に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 回 転 ロ ー タ の 回 転 数 の 切 替 え 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と し た 、 請 求 項 ２ ～ ５ の 何 れ か に
記 載 の 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 回 転 ロ ー タ の 清 掃 片 の 先 端 部 近 傍 に 凹 凸 の 加 工 を 施 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ～
６ の 何 れ か に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 回 転 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ た 状 態 で 、 加 振 手 段 に よ り 前 記 回 転 ロ ー タ に 振 動 を 与 え る
と と も に 、 清 掃 片 を 介 し て 、 エ ア フ ィ ル タ ー へ 加 振 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ～
７ の 何 れ か に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 回 転 ロ ー タ の 回 転 を 停 止 さ せ た 状 態 で 、 加 振 手 段 に よ り 前 記 回 転 ロ ー タ に 振 動 を 与 え る
と と も に 、 清 掃 片 を 介 し て 、 エ ア フ ィ ル タ ー へ 垂 直 に 加 振 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 ２ ～ ８ の 何 れ か に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 少 な く と も １ 条 以 上 の 清 掃 片 が 、 回 転 ロ ー タ の 長 手 方 向 の 軸 の 周 り に 、 螺 旋 状 に 捩 ら れ
て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ ～ ９ の 何 れ か に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ０ の う ち 、 何 れ か に 記 載 の 清 掃 装 置 を 有 す る 空 気 調 和 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ア コ ン デ ィ シ ョ ナ ー や 送 風 機 、 加 湿 器 、 除 湿 機 、 換 気 扇 、 あ る い は 空 気 清
浄 機 等 の 空 気 調 和 機 に 配 置 さ れ た エ ア フ ィ ル タ ー の 清 掃 装 置 及 び 、 そ れ を 用 い た 空 気 調 和
機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 空 気 調 和 機 に は 、 吸 込 口 と 熱 交 換 器 と の 間 に 、 空 気 調 和 機 本 体 内 部 へ の 塵 埃 侵 入
を 防 ぐ た め に エ ア フ ィ ル タ ー が 配 置 さ れ て お り 、 空 気 調 和 機 の 運 転 に 伴 い 吸 込 口 か ら 空 気
と 共 に 侵 入 す る 塵 埃 を 捉 え る 機 能 を 有 し て い る 。 こ の た め 、 エ ア フ ィ ル タ ー に は 捉 え た 塵
埃 が 徐 々 に 付 着 す る と と も に 、 目 が 徐 々 に 詰 ま っ て し ま い 風 量 を 低 下 さ せ て し ま う の で 、
空 気 調 和 機 本 体 か ら 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ 、 定 期 的 に エ ア フ ィ ル タ ー 表 面 を 電 気 掃 除 機 等 で
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吸 引 し た り 、 洗 浄 し た り し な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ に 対 し 、 エ ア フ ィ ル タ ー の 上 流 側 表 面 に 沿 っ て 移 動 す る こ と が で き る 吸 引 口 を 有 す
る 吸 引 ノ ズ ル と 、 こ の 吸 引 ノ ズ ル に 連 結 さ れ た 吸 引 装 置 を 空 気 調 和 機 本 体 に 設 け て 、 吸 引
口 か ら エ ア フ ィ ル タ ー 表 面 に 付 着 し た 塵 埃 を 吸 引 す る こ と で 、 エ ア フ ィ ル タ ー を 取 り 外 す
こ と な く エ ア フ ィ ル タ ー の 自 動 清 掃 が 行 え る 構 造 が 考 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 空 気 調 和 機 本 体 内 に 、 フ ィ ル タ ー を 本 体 キ ャ ビ ネ ッ ト の 内 外 に 向 け て 、 往 復 的 に
移 動 さ せ る ス ラ イ ド 手 段 と 、 フ ィ ル タ ー の 移 動 経 路 に 沿 っ て フ ィ ル タ ー と 接 触 す る よ う に
配 置 さ れ た フ ィ ル タ ー 清 掃 部 を 設 け て 、 フ ィ ル タ ー 清 掃 内 部 に 設 け ら れ た 清 掃 ブ ラ シ で フ
ィ ル タ ー を 両 側 か ら 挟 み こ む よ う な 構 造 と し 、 フ ィ ル タ ー を ス ラ イ ド さ せ る こ と に よ っ て
清 掃 ブ ラ シ で フ ィ ル タ ー 両 面 を 清 掃 す る こ と が で き 、 且 つ 、 フ ィ ル タ ー 清 掃 部 内 に 溜 ま っ
た 塵 埃 を 、 フ ィ ル タ ー 清 掃 部 を 開 閉 さ せ る こ と で 簡 単 に 回 収 で き る 、 と い う 構 造 も 考 案 さ
れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の 他 の 清 掃 方 式 と し て は 、 清 掃 ブ ラ シ に 永 久 磁 石 を 備 え 、 永 久 磁 石 に 対 応 す る 電 磁 石
の 極 性 を 反 転 さ せ る こ と を 繰 り 返 し て 、 清 掃 ブ ラ シ に 振 動 を 与 え る 加 振 手 段 を 設 け る こ と
に よ り 、 フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 剥 離 す る と い う 方 式 も 考 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特
許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ４ ０ ４ ０ ５ 号 公
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ ４ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ０ ０ ９ ７ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た よ う な 従 来 の 空 気 調 和 機 に お い て は 、 吸 引
口 の 開 閉 面 積 を 絞 る こ と で 風 量 を 落 と し て 、 吸 引 圧 力 を 高 め て い る 。 こ の よ う な 吸 引 ノ ズ
ル で 塵 埃 を 除 去 し よ う と す る と 、 エ ア フ ィ ル タ ー 表 面 に 浮 い た よ う な 状 態 で 乗 っ て い る 綿
埃 等 は 容 易 に 吸 引 で き る が 、 吸 引 力 の み で は 、 エ ア フ ィ ル タ ー の 網 目 に 絡 ん だ 塵 埃 や 、 油
分 を 含 む 塵 埃 等 を 、 清 掃 ブ ラ シ の よ う に 掻 き 出 し て 剥 離 さ せ る こ と は で き ず 、 エ ア フ ィ ル
タ ー に こ び り つ い た 塵 埃 を 確 実 に 除 去 す る こ と は 非 常 に 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た よ う な 従 来 の 空 気 調 和 機 に お い て は 、 清 掃 ブ ラ シ で
フ ィ ル タ ー を 挟 み 込 ん で い る た め 、 フ ィ ル タ ー 両 面 の 塵 埃 を 同 時 に 清 掃 で き る が 、 フ ィ ル
タ ー の 表 面 を 一 定 の 緩 や か な 速 度 で 移 動 す る 清 掃 ブ ラ シ で は 、 フ ィ ル タ ー の 表 面 を な で る
だ け で 、 フ ィ ル タ ー 表 面 に 浮 い た よ う な 状 態 で 乗 っ て い る 綿 埃 等 は 除 去 で き る が 、 擦 る 効
果 は 少 な く 、 フ ィ ル タ ー の 網 目 に 絡 ん だ 塵 埃 や 、 油 分 を 含 む 塵 埃 等 を 擦 り 取 る よ う に 、 完
全 に 剥 離 さ せ る ま で 掻 き 出 す こ と は で き ず 、 フ ィ ル タ ー に こ び り つ い た 塵 埃 を 確 実 に 除 去
す る こ と は 非 常 に 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ た よ う な 従 来 の 空 気 調 和 機 に お い て は 、 清 掃 ブ ラ シ に
永 久 磁 石 を 備 え た 取 付 台 座 と 、 永 久 磁 石 に 対 応 す る 電 磁 石 を 備 え た 電 磁 ボ ッ ク ス が 必 要 で
あ り 、 空 気 調 和 機 の フ ィ ル タ ー と ト ッ プ カ バ ー の 間 に 大 き な ス ペ ー ス が 必 要 と さ れ る 。 ま
た 、 電 磁 石 の 極 性 を 反 転 さ せ 、 清 掃 ブ ラ シ に 振 動 を 与 え る 加 振 手 段 の た め の 装 置 も 必 要 と
な る 。 ま た 、 電 磁 石 に よ る 微 振 動 で は 、 フ ィ ル タ ー 表 面 に 浮 い た よ う な 状 態 で 乗 っ て い る
綿 埃 等 は 除 去 で き る が 、 フ ィ ル タ ー の 網 目 に 絡 ん だ 塵 埃 や 、 油 分 を 含 む 塵 埃 等 を 擦 り 取 る
よ う に 、 完 全 に 剥 離 さ せ る ま で 掻 き 出 す こ と は で き ず 、 フ ィ ル タ ー に こ び り つ い た 塵 埃 を
、 効 率 よ く 、 確 実 に 除 去 す る こ と は 非 常 に 困 難 で あ っ た 。 以 上 の よ う に 大 掛 か り な 装 置 と
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ス ペ ー ス が 必 要 な 割 に は 、 清 掃 効 果 は 良 く な い と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め の も の で 、 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を
、 効 率 よ く 、 確 実 に 除 去 で き 、 長 期 間 に 亘 っ て エ ア フ ィ ル タ ー の 目 詰 ま り の な い 状 態 で 使
用 す る こ と が で き る 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 及 び 、 空 気 調 和 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 本 体 に 設 け ら れ た 吸 込 口 と 吹 出 口 を 結
ぶ 空 気 通 路 に 、 除 塵 用 の エ ア フ ィ ル タ ー を 配 置 し て な る エ ア コ ン デ ィ シ ョ ナ ー や 送 風 機 、
加 湿 器 、 除 湿 機 、 換 気 扇 、 あ る い は 空 気 清 浄 機 等 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 前 記 エ ア フ ィ ル
タ ー を 清 掃 す る 清 掃 体 を 具 備 し て あ る と と も に 、 前 記 清 掃 体 を 介 し て 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ
ー に 振 動 を 与 え る 加 振 手 段 を 備 え る こ と に よ り 、 振 動 に よ る 剥 離 と 清 掃 体 に よ る 掻 き 出 し
効 果 が 増 加 し 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 、 効 率 よ く 、 確 実 に 除 去 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 清 掃 装 置 及 び 、 空 気 調 和 機 は 、 簡 単 な 構 造 の 加 振 装 置 で 、 清 掃 体 に よ り エ ア フ
ィ ル タ ー に 振 動 を 与 え 、 か つ 清 掃 体 で 掻 き 出 す こ と が で き る た め 、 エ ア フ ィ ル タ ー の 網 目
に 絡 ん だ 塵 埃 や 、 油 分 を 含 む 塵 埃 等 も 、 エ ア フ ィ ル タ ー か ら 完 全 に 剥 離 、 除 去 さ せ る こ と
が で き る 。 エ ア フ ィ ル タ ー の 網 目 の 塵 埃 が 除 去 さ れ る こ と に よ り 、 長 期 間 に 亘 っ て エ ア フ
ィ ル タ ー の 目 詰 ま り の な い 状 態 で 使 用 す る こ と が で き る た め 、 空 気 調 和 機 の 性 能 も 維 持 さ
れ 、 且 つ 、 エ ア フ ィ ル タ ー を 取 り 外 し て 塵 埃 の 清 掃 を 行 う 必 要 も な く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 本 体 に 設 け ら れ た 吸 込 口 と 吹 出 口 を 結 ぶ 空 気 通 路 に 、 除 塵 用 の エ ア フ ィ
ル タ ー を 配 置 し て な る 空 気 調 和 機 に お い て 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー を 清 掃 す る 清 掃 体 を 具 備
し て あ る と と も に 、 前 記 清 掃 体 を 介 し て 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 振 動 を 与 え る 加 振 手 段 を
備 え た こ と に よ り 、 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 剥 離 さ せ 、 清 掃 体 で 掻 き 出 す た め 、
効 率 よ く 、 確 実 に 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 の 清 掃 体 を 清 掃 片 と ロ ー タ を 有 す る 回 転 ロ ー タ で 構 成 し た こ
と に よ り 、 前 記 回 転 ロ ー タ に よ る 振 動 を エ ア フ ィ ル タ ー に 与 え る こ と に よ り 、 簡 単 な 構 造
の 加 振 装 置 で 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 剥 離 さ せ 、 か つ 掻 き 出 す た め 、 効 率
よ く 、 確 実 に 塵 埃 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 第 ２ の 発 明 の 回 転 ロ ー タ の 回 転 中 心 を 偏 芯 さ せ た こ と に よ り 、 前 記 回 転
ロ ー タ を 回 転 さ せ る と 、 振 れ な が ら 回 転 す る た め 、 前 記 回 転 ロ ー タ 自 身 が エ ア フ ィ ル タ ー
へ の 加 振 手 段 に な る 。 ま た 、 前 記 回 転 ロ ー タ の 清 掃 片 の 先 端 部 を 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 強
く 当 て た り 、 弱 く 当 て た り で き る た め 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に よ り 強 い 振 動 を 与 え る こ と
が で き 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 剥 離 さ せ 、 前 記 清 掃 片 で 掻 き 出 す た め 、 効
率 よ く 、 確 実 に 塵 埃 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 4の 発 明 は 、 第 ２ 又 は 、 第 ３ の 発 明 の 回 転 ロ ー タ の 清 掃 片 を 、 邪 魔 体 で 撓 ま せ て エ ア
フ ィ ル タ ー を 叩 く こ と に よ り 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に よ り 多 く の 振 動 を 与 え る こ と が で き
、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 剥 離 さ せ 、 前 記 清 掃 片 で 掻 き 出 す た め 、 効 率 よ く
、 確 実 に 塵 埃 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 第 ２ ～ 第 ４ の 何 れ か の 発 明 の 回 転 ロ ー タ は 、 少 な く と も 一 つ 以 上 の 叩 き
片 を 有 し て お り 、 前 記 叩 き 片 で エ ア フ ィ ル タ ー を 叩 く こ と に よ り 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に
よ り 多 く の 振 動 を 与 え る こ と が で き 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 剥 離 さ せ る た
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め 、 効 率 よ く 、 確 実 に 塵 埃 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 第 ２ ～ 第 ５ の 何 れ か の 発 明 の 回 転 ロ ー タ の 、 回 転 数 の 切 替 え 手 段 を 有 し
て お り 、 エ ア フ ィ ル タ ー の 目 に 絡 み つ い た 塵 埃 を 除 去 す る 場 合 は 、 前 記 回 転 数 の 切 替 え 手
段 に よ り 、 高 速 回 転 に 切 替 え て 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に よ り 多 く の 振 動 を 与 え る こ と が で
き 、 か つ 清 掃 片 が 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー の 表 面 に 当 た る 回 数 も 増 加 す る た め 、 確 実 に 塵 埃 の
除 去 が で き る 。 ま た 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 浮 い た よ う に 付 着 し た 塵 埃 は 、 低 速 回 転 で も
十 分 に 除 去 で き る た め 、 静 か な 状 態 で 清 掃 で き る 。 こ の よ う に 、 回 転 数 を 切 替 え て 前 記 エ
ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 の 清 掃 を 行 う こ と に よ り 、 効 率 よ く 、 快 適 に 、 確 実 に 塵 埃 を
除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 第 ２ ～ 第 ６ の 何 れ か の 発 明 の 回 転 ロ ー タ の 、 清 掃 片 の 先 端 部 近 傍 に 凹 凸
の 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 前 記 回 転 ロ ー タ が 回 転 す る と 前 記 清 掃 片 が エ ア フ ィ ル タ ー の 表
面 に 接 触 す る 際 、 前 記 清 掃 片 の 凹 凸 部 が こ す る よ う に エ ア フ ィ ル タ ー に 振 動 を 与 え る た め
、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に よ り 多 く の 振 動 を 与 え る こ と が で き 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着
し た 塵 埃 を 剥 離 さ せ 、 前 記 清 掃 片 で 掻 き 出 す た め 、 効 率 よ く 、 確 実 に 塵 埃 を 除 去 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ８ の 発 明 は 、 第 ２ ～ 第 ７ の 何 れ か の 発 明 の 回 転 ロ ー タ の 、 回 転 を 停 止 さ せ た 状 態 で 、
加 振 手 段 に よ り 前 記 回 転 ロ ー タ に 振 動 を 与 え る と と も に 、 清 掃 片 を 介 し て 、 エ ア フ ィ ル タ
ー へ 加 振 さ せ る た め 、 前 記 回 転 ロ ー タ の 回 転 に よ る 騒 音 が な く な り 、 静 か な 状 態 で 前 記 エ
ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 の 清 掃 が で き る 。 ま た 、 前 記 回 転 ロ ー タ の 前 記 清 掃 片 を 使 用
で き る た め 、 新 た な 装 置 は 、 前 記 回 転 ロ ー タ の 加 振 手 段 の み の 簡 単 な 装 置 で 前 記 エ ア フ ィ
ル タ ー に 、 よ り 多 く の 振 動 を 与 え る こ と が で き る 。 さ ら に 、 前 記 回 転 ロ ー タ を 回 転 さ せ て
前 記 エ ア フ ィ ル タ ー の 網 目 に こ び り つ い た 塵 埃 の 除 去 と 、 前 記 回 転 ロ ー タ を 停 止 さ せ て 前
記 エ ア フ ィ ル タ ー に 浮 い た よ う に 付 着 し た 塵 埃 を 除 去 す る と い う よ う に 、 前 記 エ ア フ ィ ル
タ ー に 付 着 し た 塵 埃 の 状 況 に 応 じ て 、 清 掃 手 段 を 切 替 え る こ と が で き 、 効 率 よ く 、 快 適 に
、 確 実 に 塵 埃 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ９ の 発 明 は 、 第 ２ ～ 第 ８ の 何 れ か の 発 明 の 回 転 ロ ー タ の 、 回 転 を 停 止 さ せ た 状 態 で 、
加 振 手 段 に よ り 前 記 回 転 ロ ー タ に 振 動 を 与 え る と と も に 、 清 掃 片 を 介 し て 、 エ ア フ ィ ル タ
ー へ 垂 直 に 加 振 さ せ る た め 、 上 記 の 第 ８ の 発 明 に 加 え て 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー の 網 目 の 隙
間 に 前 記 清 掃 片 の 先 端 が 出 入 り で き る た め 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー の 網 目 に 絡 ん だ 塵 埃 や 、
油 分 を 含 む 塵 埃 等 を 擦 り 取 る よ う に 、 完 全 に 剥 離 さ せ る ま で 掻 き 出 す こ と が で き 、 効 率 よ
く 、 快 適 に 、 確 実 に 塵 埃 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ ０ の 発 明 は 、 第 ２ ～ 第 ９ の 何 れ か の 発 明 の 回 転 ロ ー タ に お い て 、 少 な く と も １ 条 以
上 の 清 掃 片 が 、 前 記 回 転 ロ ー タ の 長 手 方 向 の 軸 の 周 り に 、 捩 ら れ て 形 成 さ れ て い る た め 、
前 記 回 転 ロ ー タ が 回 転 す る と 、 前 記 清 掃 片 は 連 続 的 に 滑 ら か に 、 か つ 均 一 に 、 エ ア フ ィ ル
タ ー に 当 た る た め 、 音 が 静 か で 、 む ら が 無 く 、 効 率 よ く 、 か つ 確 実 に 塵 埃 を 除 去 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ １ の 発 明 は 請 求 項 １ ～ １ ０ の 何 れ か の 清 掃 装 置 を 有 し て い る の で 、 効 率 の 良 い エ ア
フ ィ ル タ ー の 除 塵 が で き る た め 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー の 目 詰 ま り が 起 こ ら ず 、 常 に 安 定 し
た 風 量 を 確 保 で き 、 運 転 効 率 も よ い 、 空 気 調 和 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形
態 に よ り 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
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　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 に つ い て 、 図 １ を 用 い て 説 明
す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 空 気 調 和 機 本 体 １ の 要 部 断 面 図 で あ る 。 １ は 空 気 調 和 機 本 体 、 ２ は 空 気
調 和 機 本 体 １ の 前 面 か ら 上 面 に か け て 形 成 さ れ た 吸 込 口 、 ３ は 空 気 調 和 機 本 体 １ の 下 部 に
形 成 さ れ た 吹 出 口 で あ る 。 吸 込 口 ２ と 吹 出 口 ３ を 結 ぶ 空 気 通 路 に は 空 気 中 の 塵 埃 を 取 り 除
く エ ア フ ィ ル タ ー ５ と 送 風 フ ァ ン ６ 、 熱 交 換 器 ４ が 配 置 さ れ て い る 。 エ ア フ ィ ル タ ー ５ の
塵 埃 を 除 去 す る 手 段 と し て 、 加 振 手 段 ２ ０ を 有 す る 清 掃 体 ７ が 具 備 さ れ て い る 。 清 掃 体 ７
の 後 方 に は 、 加 振 手 段 ２ ０ を 有 し て お り 、 加 振 手 段 ２ ０ は カ ム １ ９ を 清 掃 体 ７ の 後 部 に 取
り 付 け ら れ て あ り 、 カ ム １ ９ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 清 掃 体 ７ に 振 動 を 与 え る こ と が で き
る 。 清 掃 体 ７ が 振 動 を し な が ら 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ の 表 面 を 移 動 す る た め に 、 エ ア フ ィ ル
タ ー ５ に 付 着 し た 塵 埃 を 、 擦 り 落 と す よ う に し て 、 剥 離 さ せ て 、 掻 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 、 回 転 ロ ー タ ８ の 振 動 を エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 与
え る 断 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 回 転 ロ ー タ ８ の 一 部 を 断 面 に し た 正 面 図 で あ る 。
　 回 転 ロ ー タ ８ は 回 転 軸 と な る ロ ー タ １ ０ の 支 持 溝 ２ １ に 清 掃 片 ９ を 挿 入 し て 形 成 さ れ て
お り 、 清 掃 片 ９ の 先 端 部 が エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 接 す る よ う に 回 転 ロ ー タ ８ は 取 り 付 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ロ ー タ １ ０ の 材 質 及 び 、 製 造 す る 方 法 に つ い て 以 下 説 明 す る 。 ロ ー タ １ ０ は 、 ア ル ミ ニ
ウ ム 等 の 金 属 を 押 出 し 成 形 に よ っ て 、 直 線 状 に 真 っ 直 ぐ の 状 態 に 形 成 し て 、 所 定 全 長 に 切
断 さ れ た ロ ー タ １ ０ （ 図 示 せ ず ） の 両 端 を 把 持 し て 捩 り 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 ロ ー タ １
０ の 長 手 方 向 に 支 持 溝 ２ １ を 螺 旋 状 に 有 し て い る 。 ロ ー タ １ ０ の 製 造 方 法 と し て は 、 上 記
の 他 に 、 捩 り 押 出 し 成 形 に よ っ て 、 所 定 の 螺 旋 形 状 を 一 度 に 形 成 す る 方 法 も あ る 。 又 、 合
成 樹 脂 で あ れ ば 、 射 出 成 形 に よ っ て 、 ロ ー タ １ ０ を 完 成 さ せ て も よ い 。 ロ ー タ １ ０ の 材 質
と し て は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 、 合 成 樹 脂 等 適 宜 選 択 す れ ば よ い 。 製 造 方 法 に 関 し て も
、 上 記 方 法 に 拘 ら ず 、 目 的 の 形 状 を 完 成 で き る 方 法 で あ れ ば 問 わ な い 。 又 、 本 実 施 の 形 態
で は 、 ロ ー タ １ ０ を 螺 旋 形 状 で 説 明 し て い る が 、 も ち ろ ん 、 捩 っ て い な い 状 態 で 使 用 し て
も よ い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ロ ー タ １ ０ の 両 端 に は 、 プ ー リ ー ２ ２ 、 歯 付 プ ー リ ー ２ ３ が 各 々 固 着 さ れ 、 そ の 中 心 部
に は 各 々 軸 ２ ４ を 一 体 に 有 し て い る 。 軸 ２ ４ を 回 転 可 能 に 軸 支 す る 軸 受 ２ ５ は 、 ホ ル ダ ー
２ ６ に 保 持 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 回 転 ロ ー タ ８ は 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 歯 付 プ
ー リ ー ２ ３ に は 、 ベ ル ト （ 図 示 せ ず ） 又 は 、 ギ ヤ （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 、 駆 動 源 （ 図 示 せ
ず ） の 回 転 が 伝 達 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 回 転 ロ ー タ ８ が 駆 動 源 （ 図 示 せ ず ） に よ り 回 転 す る と 、 清 掃 片 ９ が
エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 接 触 す る た び に 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 振 動 を 与 え る こ と に な り 、 エ ア
フ ィ ル タ ー ５ に 付 着 し た 塵 埃 を 剥 離 さ せ な が ら 掻 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 ２ に お い て 、 ロ ー タ 中 心 点 ２ ７ か ら 指 定 の 距 離 を 離 し た ロ ー タ 偏 芯 点 ２ ８ を 中 心 点 に
し て 、 回 転 ロ ー タ ８ の 回 転 中 心 を 偏 芯 さ せ れ ば 、 回 転 ロ ー タ ８ が 駆 動 源 （ 図 示 せ ず ） に よ
り 回 転 す る と 、 ロ ー タ １ ０ に 取 り 付 け ら れ た 清 掃 片 ９ の 先 端 部 が 、 フ ィ ル タ ー ５ の 表 面 に
強 く 当 た っ た り 、 弱 く 当 た っ た り す る た め 、 フ ィ ル タ ー ５ に よ り 大 き な 振 動 を 与 え る こ と
に な り 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 付 着 し た 塵 埃 を 容 易 に 剥 離 さ せ な が ら 掻 き 取 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 、 回 転 ロ ー タ ８ の 清 掃 片 ９ を 邪 魔 体 １ １ に 撓 ま
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せ て 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 振 動 を 与 え た 断 面 図 で あ る 。
　 回 転 ロ ー タ ８ が 駆 動 源 （ 図 示 せ ず ） に よ り 回 転 す る と 、 ロ ー タ １ ０ に 取 り 付 け ら れ た 清
掃 片 ９ の 先 端 部 が 、 空 気 調 和 機 本 体 １ に 取 り 付 け ら れ た 邪 魔 体 １ １ に 邪 魔 さ れ て 撓 み 、 邪
魔 体 １ １ を 通 り ぬ け た 後 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 当 た る 際 に 大 き な 衝 撃 を 与 え る こ と が で き
る 。 エ ア フ ィ ル タ ー ５ を 叩 く こ と に よ り 、 よ り 強 い 振 動 を 与 え る こ と が で き 、 エ ア フ ィ ル
タ ー ５ に 付 着 し た 塵 埃 を 容 易 に 剥 離 さ せ な が ら 掻 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 、 叩 き 片 １ ２ を 有 す る 回 転 ロ ー タ ８ の 断 面 で あ
る 。
　 回 転 ロ ー タ ８ は 、 ロ ー タ １ ０ 、 清 掃 片 ９ 、 及 び 叩 き 片 １ ２ を 有 し 、 叩 き 片 １ ２ の 先 端 を
重 く し て 、 回 転 ロ ー タ ８ が 回 転 す る と 遠 心 力 で フ ィ ル タ ー ５ を 叩 く こ と に よ り 、 フ ィ ル タ
ー ５ に よ り 多 く の 振 動 を 与 え る こ と が で き 、 且 つ ロ ー タ １ ０ に 取 り 付 け ら れ た 清 掃 片 ９ で
塵 埃 の 掻 き 出 し も で き る 。
　 ま た 、 図 ６ は 、 ブ レ ー ド １ ３ に 凸 部 １ ４ を 有 す る 叩 き 片 ２ ９ を 取 り 付 け た 回 転 ロ ー タ ８
で あ る 。 回 転 ロ ー タ ８ が 回 転 す る と 、 叩 き 片 ２ ９ が 定 期 的 に フ ィ ル タ ー ５ を 叩 く こ と に よ
り 、 フ ィ ル タ ー ５ に よ り 強 い 振 動 を 与 え る こ と が で き 、 且 つ 塵 埃 の 掻 き 出 し も で き る た め
、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 付 着 し た 塵 埃 を 容 易 に 剥 離 さ せ な が ら 掻 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ６ ）
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に お け る 、 回 転 数 制 御 装 置 １ ５ に よ り 制 御 さ れ た 回 転 ロ
ー タ ８ の 断 面 図 で あ る 。
　 空 気 調 和 機 本 体 １ に 設 置 さ れ た 、 回 転 数 制 御 装 置 １ ５ を 操 作 す る こ と に よ り 、 回 転 数 制
御 装 置 １ ５ に 連 結 し た 回 転 ロ ー タ ８ の 回 転 数 を 切 り 替 え る こ と が で き る 。 回 転 ロ ー タ ８ の
回 転 速 度 を 任 意 に 設 定 す る こ と が 出 来 る た め 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 付 着 し た 塵 埃 に 対 し て
、 最 適 な 清 掃 効 果 が 出 る よ う に で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ７ ）
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に つ い て 、 図 ８ 及 び 、 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。
　 図 ８ （ A） は 、 回 転 ロ ー タ ８ の 断 面 図 で あ り 、 図 ８ （ Ｂ ） は 、 清 掃 片 ９ の 先 端 部 を 示 す
、 図 ８ （ Ａ ） の Ｘ 部 に お け る 拡 大 詳 細 図 で あ る 。 回 転 ロ ー タ ８ の 清 掃 片 ９ の 先 端 部 に 静 電
植 毛 を 施 す こ と に よ り 、 清 掃 片 ９ に 細 か い 凹 凸 １ ６ を つ け る こ と が で き 、 回 転 ロ ー タ ８ が
回 転 す る た び に 、 清 掃 片 ９ が エ ア フ ィ ル タ ー ５ を 擦 る と き に 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ の 網 の 目
に 清 掃 片 ９ の 細 か い 凹 凸 １ ６ が 引 っ か か り 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 振 動 を 与 え る こ と が で き
る 。
　 ま た 、 図 ９ に て 、 本 実 施 の 形 態 の も う 一 つ の 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ （ A） は 、 回 転
ロ ー タ ８ の 断 面 図 で あ り 、 図 ９ （ Ｂ ） は 、 清 掃 片 ９ の 先 端 部 を 示 す 、 図 ９ （ Ａ ） に お け る
Ｙ 部 の 拡 大 詳 細 図 で あ る 。 回 転 ロ ー タ ８ の 清 掃 片 ９ を 撚 り 線 ブ ラ シ １ ７ を 使 用 す る こ と に
よ り 、 清 掃 片 ９ の 長 手 方 向 に 捩 ら れ た 段 差 １ ８ が 出 来 、 回 転 ロ ー タ ８ が 回 転 す る た び に 、
清 掃 片 ９ が エ ア フ ィ ル タ ー ５ を 擦 る と き に 、 捩 ら れ た 段 差 １ ８ に よ り フ ィ ル タ ー ５ に 振 動
を 与 え る こ と が で き る 。 ま た 、 清 掃 片 ９ は 撚 り 線 ブ ラ シ １ ７ を 使 用 し て い る た め 、 腰 の 強
い 清 掃 片 ９ を 形 成 し て お り 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ の 表 面 を 強 く 擦 る こ と が で き 、 フ ィ ル タ ー
５ に よ り 強 い 振 動 を 与 え る こ と が で き 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 付 着 し た 塵 埃 を 容 易 に 剥 離 さ
せ な が ら 掻 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ８ ）
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ８ 及 び 、 実 施 の 形 態 ９ を 示 す 、 要 部 断 面 図 で あ る 。 回 転
を 停 止 さ せ た 回 転 ロ ー タ ８ に 加 振 手 段 ３ ０ に よ っ て 振 動 を 与 え る と 共 に 、 振 動 し て い る 回
転 ロ ー タ ８ を 介 し て 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 振 動 を 伝 え る も の で あ る 。 加 振 手 段 ３ ０ に は 、
例 え ば 偏 心 機 構 （ 図 示 せ ず ） を 内 蔵 し 、 回 転 し て い な い 状 態 の 回 転 ロ ー タ ８ に 振 動 を 与 え
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る 。 回 転 ロ ー タ ８ は エ ア フ ィ ル タ ー ５ の 表 面 に 振 動 を 与 え な が ら 塵 埃 を 除 去 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ９ ）
　 本 実 施 の 形 態 は 、 実 施 の 形 態 ８ で 説 明 し た 、 加 振 手 段 ３ ０ に よ っ て 生 じ る 回 転 ロ ー タ ８
の 振 動 方 向 を 規 制 し た も の で 、 図 １ ０ に 示 す 、 矢 印 Ａ と 矢 印 Ｂ の 方 向 即 ち 、 エ ア フ ィ ル タ
ー ５ の 表 面 に 対 し て 垂 直 方 向 の 往 復 運 動 に よ っ て 、 回 転 ロ ー タ ８ を 加 振 さ せ る も の で あ る
。 回 転 ロ ー タ ８ の 回 転 を 停 止 さ せ た 状 態 で 、 加 振 手 段 ３ ０ を 運 転 さ せ る と 、 加 振 手 段 ３ ０
に 連 結 或 い は 、 接 触 し て い る 回 転 ロ ー タ ８ は エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 対 し て 、 垂 直 の 方 向 の 振
動 を 与 え る こ と が で き 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ に 付 着 し た 塵 埃 を 容 易 に 剥 離 す る こ と が で き る
。 ま た 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ の 網 の 目 に 、 回 転 ロ ー タ ８ に 取 り 付 け ら れ た 清 掃 片 ９ の 先 端 部
が 出 入 り す る た め 、 フ ィ ル タ ー ５ に 付 着 し た 塵 埃 を 擦 り 落 と す よ う に 除 去 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ０ ）
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 回 転 ロ ー タ ８ は 、 ロ ー タ １ ０ に 支 持 溝 ２ １ を 設 け 、 こ の 支 持 溝 ２ １
に 清 掃 片 ９ を 挿 入 し て 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ロ ー タ ８ の 支 持 溝 ２ １
を 、 長 手 方 向 の 軸 の 周 り に 螺 旋 状 に 形 成 し て 、 図 ３ の 如 く 、 清 掃 片 ９ が 螺 旋 状 に 捩 ら れ た
回 転 ロ ー タ ８ を 形 成 す る 。 回 転 ロ ー タ ８ が 回 転 す る と 、 清 掃 片 ９ は 連 続 的 に 滑 ら か に 、 か
つ 均 一 に 、 エ ア フ ィ ル タ ー ５ の 表 面 に 当 た る た め 、 音 が 静 か で 、 む ら が 無 く 、 効 率 よ く 、
か つ 確 実 に 塵 埃 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ １ ）
　 上 記 の 実 施 の 形 態 １ ～ １ ０ に 説 明 し た 清 掃 装 置 を 有 す る た め 、 性 能 も 維 持 さ れ 、 且 つ 、
エ ア フ ィ ル タ ー を 取 り 外 し て 塵 埃 の 清 掃 を 行 う 必 要 も な く な る 空 気 調 和 機 を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 空 気 調 和 機 の 清 掃 装 置 、 及 び 空 気 調 和 機 は 、 エ ア フ ィ ル
タ ー ５ の 清 掃 装 置 と し て 優 れ た 性 能 を 有 し 、 エ ア コ ン デ ィ シ ョ ナ ー や 空 気 清 浄 機 は 勿 論 、
エ ア フ ィ ル タ ー ５ を 有 す る 機 器 で あ れ ば 、 そ の エ ア フ ィ ル タ ー ５ の 自 動 清 掃 に も 適 用 で き
る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 本 体 の 要 部 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ 、 ３ 又 は １ ０ に お け る 回 転 ロ ー タ 及 び そ の 周 辺 部 を 示 す 要
部 断 面 図
【 図 ３ 】 同 回 転 ロ ー タ の 一 部 を 断 面 に し た 正 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 回 転 ロ ー タ 及 び そ の 周 辺 部 を 示 す 要 部 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 回 転 ロ ー タ 及 び そ の 周 辺 部 を 示 す 要 部 断 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 回 転 ロ ー タ 及 び そ の 周 辺 部 を 示 す 部 分 斜 視 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ６ に お け る 回 転 ロ ー タ 及 び そ の 周 辺 部 を 示 す 要 部 断 面 図
【 図 ８ 】 （ Ａ ） 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に お け る 回 転 ロ ー タ 及 び そ の 周 辺 部 を 示 す 要 部 断 面
図 　 （ Ｂ ） 図 ８ （ Ａ ） に お け る Ｘ 部 の 拡 大 詳 細 斜 視 図
【 図 ９ 】 （ Ａ ） 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ に お け る 回 転 ロ ー タ 及 び そ の 周 辺 部 を 示 す 要 部 断 面
図 　 （ Ｂ ） 図 ９ （ Ａ ） に お け る Ｙ 部 の 拡 大 詳 細 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ９ に お け る 回 転 ロ ー タ 及 び そ の 周 辺 部 を 示 す 要 部 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ 　 　 空 気 調 和 機 本 体
　 ２ 　 　 吸 込 口
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　 ３ 　 　 吹 出 口
　 ５ 　 　 エ ア フ ィ ル タ ー
　 ７ 　 　 清 掃 体
　 ８ 　 　 回 転 ロ ー タ
　 ９ 　 　 清 掃 片
　 １ ０ 　 ロ ー タ
　 １ １ 　 邪 魔 体
　 １ ２ 、 ２ ９ 　 叩 き 片
　 １ ５ 　 回 転 数 制 御 装 置
　 １ ６ 　 凹 凸
　 １ ７ 　 撚 り 線
　 １ ８ 　 段 差
　 １ ９ 　 カ ム
　 ２ ０ 　 加 振 手 段
　 ２ １ 　 支 持 溝
　 ２ ７ 　 ロ ー タ 中 心 点
　 ２ ８ 　 ロ ー タ 偏 心 点
　 ３ ０ 　 加 振 手 段
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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